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第4回アジア養蜂研究協会大会

吉田 忠晴

アジア養蜂研究協会 (AAA)が主催する標記

の会議 (FourthAsianApiculturalAssocia-

tionInternationalConference)がネパール

に本部をお く国際総合山岳開発セ ンター

(ICIMOD:InternationalCentreforlntegra-

tedMountainDevelopment) との共催で,

1998年 3月23日～27日にカトマンズ市で開

催された.

大会を運営したICIMODは,UNESCOの提

唱で 1981年に設立されたヒンドゥークシ･ヒ

マラヤ地域 (アフガニスタン,パキスタン,イ

ンド,中国,ネパール,ブータン,バングラデ

シュ,ミャンマーの8か国にまたがる大ヒマラ

ヤ山脈と山鹿丘陵部)の総合的な山岳地域開発

のための国際組織である.ICIMODではトウヨ

ウミツバチを用いた養蜂が山間農業システム研

究特別プロジェクトとして,研究や研修,普及

などの活動が実施されている.

主会場は市内の豪華な国際会議場である.今

回の大会は,アジア地域の経済不安から参加者

の減少が懸念されたが,23か国から200名以

上が出席し賑やかな大会となった.ただインド

ネシア,フィリピンからの参加がなく,韓国,

タイからの参加者が減少 したことは残念であっ

た.

日本からはアジア養蜂研究協会主催ツアーの

11名のグループと玉川大学スタッフの11名

のグループの計 22名に,個人的に9名の方々

が加わり,総勢 31名と多くの方々に参加いた

だいた.

今回は,初めて本大会前の23日と24日午

前の両日にワークショップが開催された.その

ため玉川大学スタッフグループは,ワークショ

図1 開会式:貞剣に間に入る参加者

ップ,本大会の事前打ち合わせのために,3月

17日に日本を出発,バンコクに1泊の後,18

日にカトマンズに到着した.

ワークショップ,本大会の様子を日程を追っ

て紹介する.

ワークショップは,カトマンズの南,パタン

の町の入り口に位置するホテル･ヒマラヤを会

場として,3月23日,午前 10時に開会式が行

われ,ICIMODのEgbertPelinck所長,AAA

の松香光夫会長,各ワークショップの代表の挨

拶が行われた.

｢病気と害敵｣ワークショプは,60名の参加

のもとで,23日の開会式後の午前は,S,Won-

gsiri(タイ)とK.K.Shrestha(ネパ ー ル)が

座長となり, トウヨウミツバチで最も問題とな

る病気の ｢タイサックブルード病｣部会であっ

た.｢タイでのタイサックブルード病の状況,S.

Aemprapa｣,｢ベトナムでのタイサックブルー

ド病の防除,P.H.Chinh｣,ネパールでのタイ

サックブルード病の研究,K.K.Shrestha｣,

｢南インドでの養蜂におけるタイサックブルー

ド病の影響, C.C.Reddy｣の発表が行われ,

タイサックブルード病発生の歴史と現状,診断

と治療法,予防のための蜂群管理法が検討され

た.23日の午後からは,0.Boeking(ドイツ)

とK.S.Woo(韓国)が座長となり,｢ミツパテ

へギイタダニ｣の部会が進められた.私はトウ

ヨウミツバチに寄生したミツパテ-ギイタダニ

の特異的な事例として ｢ニホンミツバチにおけ

るミツバチへギイタダニの寄生と繁殖｣につい

て発表した.続いてミツバチへギイタダニ被害

の現状分析と対策,予防法について検討され

た.
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図2 ワークショップ:議論が白熱した

｢養蜂振興｣ワークショップは,N.M.Sav-

ille(ICIMOD･ネパール)とN.Bradber(莱

国)を座長に実施された.在来種のトウヨウミ

ツバチを用いた養蜂振興に携わる技術専門家や

開発計画立案者など40名が参加.現在直面す

る問題点を洗い出し,問題の解決を図るための

討議や実際に村を訪れて実務指導のデモンスト

レーションが行われた.

24日午前は,引き続きホテル ･ヒマラヤで

両ワークッショプの討議が行われた.前日のワ

ークッショプで提案された内幕が紹介され,そ

れぞれの検討の後,声明文が決議された.さら

に今後の大会においてもワークッショプの開催

の継続が確認され,盛会のうちに終了した.

午後からは,カトマンズ盆地南のゴダワリに

ある1CIMOD蜂場に大会参加者やワークッシ

ョプ出席者が移動.ネパールで開発された麦わ

ら巣箱やジュムラトップバー巣箱などの説明を

受け,野外に設置された昼食会場で歓迎会が行

われた.昼食後には王立植物園,農業省の蜂場

を見学した.研究発表の前に,参加者が一同に

会した蜂場見学会は,参加者同士の友好が計ら

れ,有意義なものであった.

夕刻の7時からは,25日に行われる総会の

前に,今回の大会で初めて企画された役畠会が

ホテル･ヒマラヤで開催された.AAAの分科

会委員,各国支部長,大会役員,ワークショッ

プ役員,会議セッション委員の約40名が参加

した.私自身は事務局長として,松香光夫会長,

インドのVerma,タイのWongsiri両副会長と

共に議長団をつとめ,会議の進行役として最も

緊張した時であった.報告事項の後,分科会委

員の追加や交代が認められた.2年後の2000

年 の第5担j大会 は国際 ミツバチ研究協会

(工BRA)との共催で,タイ･チェンマイでの開

催が承認された.第6ld大会には,インド･バ

ンガロール, トルコ･アダナ,パキスタン･イ

スラマバードが立候補し,2000年までに調整

することになった.会議の声明文はWongsirj

副会長を中心に作成し,閉会式で読み上げるこ

とに決まり,役員会を無事に終えることができ

た.

25日は,9時から国際会議場で第4回大会

の開会式が行われた.ICIMODのEgbertPe1-

inck所長の歓迎の挨拶,AAAの松香光夫会長

のネパール大会開催のお礼のはか,ネパール政

府からRam KrishnaAcharya農業大臣の挨

拶があり,開会式を盛り上げた.セレモニーに

続いて,lCIMODで長らく養蜂振興に従事して

いた副会長でもあるインドのVerma博士によ

る ｢トウヨウミツバチの保護と飼育管理｣の基

調講演が行われた.閉会式後には,国際会議場

の別室で開催の博覧会がオープンした.農業大

臣,大会役員は20の展示場を一つ一つ視察し

た.日本からはミツパテ科学研究施設と井上養

蜂研究所が加わり,研究施設から絵葉書セット

を大臣に贈望した.

その後, ミツバチ生物学のセッションに入っ

た.セッション冒豆郎こは,オーストリアのPec-

hhacker博上より2月3日に逝去されたRut-

tner博士のミツパテ研究への貢献が紹介され,

出席者一同,黙頑を捧げ,ご冥福をお祈りした.

ミツバチ生物学の発表数は13題と多く,そ

のため午後も引き続いて実施された.日本から

筑波大学の松山氏がアジアのミツパテの働き蜂

フェロモン成分について,玉川大学関係では佐

図3 博災会:養蜂研究所のブースを訪れたJだ撲人臣



々木教授が吻伸展反射による記憶,学習の評価

について発表した.全体的には開催国のネパー

ルや地の利を生かして多数参加したインドから

の発表が多い傾向となった.各セッションで

は,ポスター発表が平行 して行われ,玉川大学

から松香,吉田,中村,大友,大学院生の市川,

卒業生の吉垣,畜産試験場の天野氏が発表 し

た.ポスター会場の一郭には,各国の養蜂事情

を解説 したカントリーレポー トも張 り出され

た.

セッション終了後には,AAAの総会が行わ

れた.前日の役員会で討議された内容がほぼ承

認され,会議進行役の私にとっても肩の荷がお

りた一時であった.続いてビデオ,スライドの

会があり,次回開催のタイの養蜂事情などを鑑

賞した.

26日午前は養蜂技術,生産物セッションが

行われた.午後の養蜂振興では,14題の発表が

あり,ネパール,バングラデシュ,ベトナム,

インド,パキスタンでの トウヨウミツパテによ

る養蜂振興やセイヨウミツバチ養蜂の問題点な

どについて発表があり,活発な討議が見 られ

た.そのため夕刻からの予定されていたビデ

オ,スライ ドの会にセッションが大きくずれ込

んだた.ビデオ,スライ ドの会の方はオオミツ

バチの-ニー-ンティングなど8題の発表が

あり,会が終了 したのは午後9時過ぎであっ

た.

最終日の27日には,午前に蜜源植物と花粉

媒介,午後には害敵と病気のセッションが行わ

れ,日本から科学技術振興財団の笹川氏がこホ

ンミツバチのミツパテへギイタダニに対するグ

ルーミング行動について発表した.

図4 ポスター発表:研究者の情報交換の場

図5 断崖のヒマラヤオオミツバチ

今回の会議では, 口頭発表が53題, ポスタ

ー発表31題, ビデオ･スライド発表8題と,

当初の予想を遥かに超えた発表数となり,大会

を盛り上げるだけの内容となった.

セッション終了後の閉会式では,酒井哲夫前

会長やこれまでの第 1匝lから3回の大会を主

催したタイ･チュラロンコーン大学,インドネ

シア森林省,ベトナム農業 ･村落開発省の関係

者にそれぞれ感謝の盾が送 られた.Verma副

会長から大会決議と提言が紹介された後,次回

開催のタイにAAAのプレートが手渡された.

夜のサヨナラパーティーでは,ネパール料理

と民族舞踊を楽しみながら,参加者との別れを

惜しんだ.

玉川大学スタッフグループは,大会前後に企

画されたオオミツバチ, ヒマラヤオオミツパテ

の観察旅行に,ポーランドのWoyke夫妻やオ

ーストラリア, ドイツからの出席者と共に参加

した.20日～22日のオオミツバチの観察は,

カトマンズ南西のチトワン国立公園内をゾウに

乗り,途中でサイ,ワニなど野生動物を見なが

ら,樹上のオオミツパテの観察 した.夜はハニ

ーハンティングを見学するなど,有意義な旅行

であった.大会後の中国国境のコダリでのヒマ

ラヤオオミツバチの見学は,-ニーハンティン

グの様子は天候や時間の関係で見ることはでき

なかったが,岩場に造られたヒマラヤオオミツ

バチの巣を初めて見ることができ,感激であっ

た.コダリでは,中国との間に架けられた友好

橋の中央に国境があり,パスポートなしで,中国

にはんの少し足を踏み入れるなどの経験をした.

(〒194-8610 町田市玉川学園6-1-1

玉川大学ミツバチ科学研究施設)
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第4回アジア養蜂研究協会大会
1998年3月23日～27日

(ネパール ･カ トマンズ)

決議と提言

Ⅰ.謝辞

アジア養蜂研究協会 (AAA)はネパール カトマ

ンズにおける第4回大会の開催にあたり,オースト

リア大使館とICIMODから提供された資金面,後方

支援面を記して感謝する.

養蜂は人々に収入をもたらし,かつ環境にやさし

い重要な活動であり, ミソバチはその花粉媒介行動

により,山間地の作物生産性を高め,生物多様性を守

っている.益雄研究 ･開発事業はそれ らの点から

ICIMODの設立趣旨,活動方針に沿った,ふさわしい

ものといえる.

AAAはICIMODが参加各地域において研究,研

倭,振興事業の支援を継続するよう希望する.

Ⅱ.決議と提言
1, アジア各地では,生物地理環境に応じて在来のミ

ツバチ種,あるいは等人種 ミツバチを用いての,養蜂

の近代化が促進されている.しかし社会の基本的構

造基盤整備の遅れ,習熟した人材の不足,研究,那

修,振興事業のための施設の不備によって,アジアの

養蜂産業にはまだかなりの援助が必要である.

AAAは,アジアの養蜂のさらなる発展をめざすた

め,継続的な,国際的資金援助に基づいたアジアのミ

ツバチと益蜂の研究研修センターの域内設立に向け

て,組織的な協力,努力が続けられるよう決議する.

2.21世紀の虚業の持続的発展にはミツバチによる

花粉媒介が不可欠要素となろう. ミツバチの活動は

様々な農耕システムの持続性,多様性と高い生産性

に貢献するからである.しかしアジアの開発途上に

ある諸国では, ミツバチが作物生産に果たす役割の

認識が不充分である. トウヨウミツバチは農作物の

送粉者としてセイヨウミツバチにはない利点を持っ

ている.

AAAは政策の企画立案者,および援助活動組織の

人々が,持続可能な段業と村落開発のための重要な

要素として トウヨウミツバチを用いた養蜂を認識し,

これを振興するように決議する.

3. トウヨウミツバチは我々の自然生態系内の不可

欠な要素であるが,現在野生群は急速な減少傾向に

あり,絶滅が危供される状態である.生物の多様性維

持のためにもトウヨウミツバチの保護は不可欠であ

る.

AAAは国際機関に対 し,トウヨウミツバチ養蜂の

普及を通 じて,この迫伝子資源の保全計画を支援す

るよう要請する.

AAAは新たに作られた ｢トウヨウミツバチの保全

と振興｣作業部会の活発な計画,活動に期待する.

4. ヒンドゥークシ･ヒマラヤの一部で,セイヨウミ

ツバチのもつ経済的価値に匹敵するはどの高い生産

能力のあるトウヨウミツバチ亜種や地理的生態型が

発見されている.

AAAはトウヨウミツバチの経済的,生物学的形質

についてさらなる迫伝的多様性の研究,優良系統の

選択,実地試験が,類似した環境にある各地域毎に進

められるよう決議する.

5 養蜂の振興普及とは技術と知識の交換に基づく

事業であるが,どのような方法がこれをもっとも円

滑に行えるのか,理解されていない部分 も多い.

AAAは,養蜂振興普及事業のネットワークが作られ

るよう提言する.

6. ミツバチトゲダニ,ミツパチへギイタダニ,タイ

サックブルード病の脅威はアジアのミツバチにとっ

て深刻なものである.そこでAAAは参加各国がそ

れぞれの環境条件における基礎,応用研究を進め,タ

イで開かれる次回大会においても,再びミツパチ病

理学のワークショップを開催することを決議する.

7.ICIMODにおける養蜂プロジェクトはトウヨウ

ミツバチ養蜂の各分野で大きな成果を上げている.

花粉媒介者としての トウヨウミツバチの優位性の研

究,養蜂植物研究と花粉分析,迫伝的多様性の研究,

麦わら巣箱,ジュムラトップバー巣箱などの適正技

術の開発,農民参加型の番蜂振興事業等である.

AAAはこれらの重要な知見がアジアの各地で試

みられ,広く普及するよう決議する.

8.AAAはその参加各国において, ミツバチ生産物

の公正な市場形成を促す政策が立てられ,生産者と

消費者との双方の利益となるべく,実施されるよう

提言する.


